
令和６年度越生町教育行政重点施策 

 

越生町教育委員会は、本年度「第４次越生町教育振興基本計画」を策定し、５年間の教

育施策の体系を明らかにした。越生町教育行政重点施策は、本基本計画を実現するため、

各年度における重点的な取組を定めたものであり、以下が令和６年度に取り組む重点的な

事業である。 

 

目  標 

１ 学校・家庭・地域が連携・協働した取組を一層推進させ、「知・徳・体」のバランスの

とれた９年間の一貫性のある教育を行い、「生きる力」を育成する。 

２ 学校や地域、民間団体などと連携を図りながら、町民が生きがいをもって主体的に生

涯学習に取り組むことを推進する。 

 

基本方針 

１ 学校・家庭・地域の教育力の向上 

 ⑴ 確かな学力と自立する力の育成 

個に応じたきめ細やかな指導 

○ 町費学習支援員の配置や町独自の少人数学級編制を生かし、個に応じたきめ細や

かな指導を展開する。 

  ○ ２学期制と土曜授業日の特色を最大限に生かして授業時間数を適切に確保し、学

習指導要領に示された主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業を推進する。 

  ○ 外国語活動や外国語（英語）の学習において、各校のＡＬＴを教育活動全般で活

用したり、海外とのオンライン交流を充実させたり、英語検定の受検など具体的な

目標をもたせたりすることで、意欲的に取り組めるように指導する。 

  ○ ＩＣＴを効果的に活用し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実を図り、

学習内容の定着と学習意欲の向上を図る。また、児童生徒の学びが保障されるよう

に、オンラインでの授業の準備をする。 

小中一貫教育の推進 

 ○ 町内学力向上推進委員会や生徒指導委員会等の各種委員会を充実させ、「知・徳・

体」の９年間を見通した小中一貫教育を推進するために連携を図る。 

多様な人々と協働した教育活動の充実 

  ○ コミュニケーション能力や問題発見・解決能力、情報活用能力など、将来の予測

が困難な時代を生きぬくための基礎となる資質・能力を育成する指導の充実を図る。 

○ 越生小学校と梅園小学校との合同行事や合同授業の取組を行い、お互いのよさを

生かした小小連携を一層推進し、義務教育９年間の一貫した教育を推進する。 



○ 越生町ならではの、様々な分野の知識・能力を持った人材や、山林等の豊富な地

域資源を活用した特色ある体験活動に取り組み、郷土を愛する心や創造力を醸成す

る。 

家庭生活・家庭学習の充実 

○ 「家庭生活・家庭学習のすすめ」、「より良い学習の進め方」リーフレットや夏休

み前の学習成績表などを効果的に活用し、規則正しい生活の定着や家庭学習の習慣

化を強化する。 

 

 ⑵ 豊かな情操と健やかな心身の育成 

道徳教育、人権教育の充実 

○ 「特別の教科 道徳」を中心に、全ての教育活動を通じて道徳的実践を促し、発達

段階に応じた道徳教育を推進する。 

〇 いじめを許さない意識の醸成と人権を尊重した教育を推進する。また、いじめの

未然防止、早期発見・早期対応に向けた組織的な取組を推進する。 

  ○ 義務教育９年間を見通した継続的な生徒指導を実践し、不登校やいじめ等の問題

行動を未然防止する。そのために、適応指導教室の活用、スクールカウンセラー、

さわやか相談員、スクールソーシャルワーカー、及び外部の専門性の高い人材等を

活用し、教育相談体制の充実を図る。 

〇 人権教育集中指導期間を中心に全教育活動を通して、「埼玉県人権感覚育成プロ

グラム」等を活用するなどして、他者を思いやる心や人権感覚を育成する。 

  ○ 発達の段階に応じた情報モラル教育を通して、学校・家庭・関係機関が連携を図

りながら、子供が適切にインターネット利用ができる力を育む教育を推進する。 

○ 児童生徒が読書に親しむ機会の提供と環境の整備を行い、読書活動の充実を図り

表現力や想像力を育む。 

○ 越生町ならではの、様々な分野の知識・能力を持った人材や、山林等の豊富な地

域資源を活用した特色ある体験活動に取り組み、郷土を愛する心や創造力を醸成す

る。 (再掲) 

学校体育活動の充実 

○ 学校の教育活動全体を通じた体系的な学校体育活動の充実を図り、体力の向上、

たくましさや粘り強さを養う学校体育活動を推進する。 

  ○ 生涯にわたって健康な生活を送る基礎を築くため、学校と家庭が連携し、運動・

食事・睡眠などの規則正しい生活習慣や、健康の保持増進を目指した学校体育活動

を推進する。 

食育の充実 

  ○ 自校給食の特性を生かし、地産地消を進め、学校給食を「生きた教材」とし、「食」 

に対する理解や、地域への関心を高める。 



  〇 子供たちに望ましい食習慣が身に付くように、学校給食を核に家庭や地域と連携

し、食育を推進する。 

 

 ⑶ 学習環境の整備・充実 

安全・安心な環境整備 

○ 安全・安心で快適な学校を目指し、施設・設備の計画的な改修を図る。 

◯ 児童生徒の安心・安全を確保するため、学校安全を学校経営方針に明確に位置付

け、学校安全計画に基づく組織的・計画的な活動を推進する。 

○ 安全確保のため、自転車運転に関する講習会などを実施し､自転車に乗る際には、

小・中学生ともにヘルメットを着用することなど、ルールやマナーを守り、安全に

生活できる児童生徒を育成する。 

○ 発達の段階に応じた情報モラル教育を通して、学校・家庭・関係機関が連携を図

りながら、子供が適切にインターネット利用ができる力を育む教育を推進する。（再

掲） 

 ○ 「地域学校安全指導員（スクールガードリーダー）」、「町内の防犯組織」、「見守り

隊（ボランティア）」、「子ども１１０番の家」などと連携・協力し、児童生徒の安全

を確保する。 

○ 通学路の危険箇所を点検し、関係各課と連携を図りながら安全を確保する。 

○ 「一斉メール配信」を活用し、防犯情報等を適時適切に配信し、保護者等に周知

する。 

教育機器の整備・充実 

 ○ ＩＣＴを活用した情報活用能力の育成のための環境を計画的に整備する。 

 ○ 小学校の段階から外国語教育のさらなる充実を図るため、小・中学校にＡＬＴを

配置する。また、オンラインでの海外交流が円滑に行える環境を整える。 

教職員の指導力向上 

 ○ 教師一人一人が、課題の発見・解決に向けた主体的・対話的で深い学び等の視点

を取り入れた授業が実践できる指導力を身に付ける。 

  ○ 効果的な指導を行っている教職員の知識や技能を３校で共有し、指導力向上に向

けた研修の充実を図る。 

○ 全教職員を対象に３校合同研修会を実施し、今日的な課題に即した研修を実施す

る。 

  ○ 町内学力向上推進委員会や生徒指導委員会等の各種委員会を充実させ、３校が

「知・徳・体」の９年間を見通した小中一貫教育を推進するために連携を図る。（再

掲） 

 〇 本町の課題等を近隣市町村と情報共有し、課題解決のための積極的な人事交流を

図る。 



学校図書館の整備・充実 

 ○ 学校図書館と町立図書館の連携が図れる整備をすすめていく。 

○ 児童生徒が読書に親しむ機会の提供と環境の整備を行い、読書活動の充実を図り

表現力や想像力を育む。（再掲） 

地域教材の活用 

○ 越生子ども未来大学及びサマースクールを実施し、地域の教育力を生かした越生

町ならではの学びの場をさらに充実させる。 

  ○ 越生町ならではの、様々な分野の知識・能力を持った人材や、山林等の豊富な地

域資源を活用した特色ある体験活動に取り組み、郷土を愛する心や創造力を醸成す

る。 (再掲) 

 

 ⑷ 家庭・地域の教育力の向上 

越生町「３つの○あ」の推進 

○ 越生町・越生町教育委員会が推進する「３つの○あ」のリーフレットを活用し、子

供の発達の段階に応じた内容を推進する。 

〇 新入園児にリーフレットを配布し、「３つの○あ」の啓発を行い、幼・保・小・中が

「３つの○あ」の視点での共通理解を図ることで、幼・保・小・中が連携した教育を

推進する。 

○ 「３つの○あ」を広く周知し、大人が手本を示すまちづくりを推進する。 

学校応援団活動の推進 

○ 地域全体で未来を担う子供たちの成長を支えていく社会を実現するため、学校運

営協議会と学校応援団活動が協働しながら、子供たちの学びや成長を支える活動を

推進する。 

○ 学校と地域全体が目標を共有し、学校応援団活動を活性化させ、ボランティアと

して学校への協力・支援を行う保護者・地域の力を応援する。 

○ 学校運営協議会の充実を図り、学校・家庭・地域がさらに一体となった教育を実

現するための組織づくりに努める。 

 ○ 越生町ならではの、様々な分野の知識・能力を持った人材や、山林等の豊富な地

域資源を活用した特色ある体験活動に取り組み、創造力を育む。（再掲） 

家庭教育支援体制の充実 

  ○ 「家庭生活・家庭学習のすすめ」「より良い学習の進め方」のリーフレットを活用

し、学校と家庭が協力して児童生徒の基本的な生活習慣や家庭学習習慣を身に付け

させる。 

○ 越生子ども未来大学及びサマースクールを実施し、地域の教育力を生かした越生

町ならではの学びの場をさらに充実させる。(再掲) 



  ○ 家庭教育アドバイザーの活用、民生・児童委員との連携、保護者会の工夫等によ

り、家庭教育の充実を推進する。 

  〇 スクールソーシャルワーカーを配置し、家庭の相談体制を構築する。 

 

２ 生涯学習の推進 

⑴ 一芸・一スポーツ・一ボランティアの推進 

文化、芸術活動の普及促進とこれを活用したコミュニティの推進 

  ○ 公民館等サークル団体の活動を支援するとともに、幅広い年代層の活動促進を図

る。 

スポーツ・レクリエーション活動等を通じての健康づくりの推進 

  ○ 手軽にできるスポーツやレクリエーション活動を通じた健康づくりを推進する。 

アスリートの育成を視野に入れた各種団体、競技活動への活動支援 

  ○ スポーツやサークル活動を通じてのボランティア活動を推進する。 

 

 ⑵ 越生が誇る歴史文化の継承と活用 

伝統文化の魅力発信と学びの充実 

○ 文化財の現状を把握し、実情に沿った効果的な保存策を講じる。 

「ハイキングのまち」と連携した歴史伝統文化財の活用 

  ○ ホームページやＳＮＳを利用し、「ハイキングのまちづくり」と連携した文化財の

活用を図る。 

郷土の偉人や町にゆかりある人物を活用した取り組みの推進 

○ 身近な文化財や郷土にゆかりある人物の理解を通して、郷土意識の高揚を図る。 

 

 ⑶ 生涯学習施設の環境整備 

公民館、スポーツ施設の環境整備と活用 

○  施設の老朽化に対応した予防保全と、計画的な維持管理に努める。 

町立図書館の蔵書の利用促進と読書普及の取り組みの推進 

  ○ 町立図書館の蔵書を有効活用し、小中学校図書室との連携を図る。 

○ 図書館子どもまつりや各種イベントを通じて、子どもからお年寄りまで幅広い年

代層が図書館と関わる機会を設ける。 

梅園コミュニティ館の活用と梅園地域の活性化 

  ○ 梅園コミュニティ館内に開設した「越生町立図書館梅園分室」への配本の充実を

図る。 


